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関係部署等にご回覧下さい。  2nd Announcement

 

第１２回建設ロボットシンポジウム 

The 12th Symposium on Construction Robotics in Japan (12th SCR) 

参加のご案内 
 

会  期：２０１０年（平成２２年）９月７日（火） 

会  場：早稲田大学 国際会議場 井深大記念ホール （総合学術情報センター） 

     （東京都新宿区西早稲田１－２０－１４、TEL：０３－５２８６－１７５５） 

併催事業：パネル＆ポスター展示   ９月７日（火） 於：国際会議場ロビー  （３階） 

ﾚｾﾌﾟｼｮﾝ：優秀論文賞表彰式・交流会 ９月７日（火） 於：国際会議場第１会議室（３階） 

特別講演：「電気自動車と次世代道路交通システム－ＩＴＳ，ＥＶそしてコ・モビリティ－」 

慶應義塾大学 名誉教授 川嶋弘尚 氏 

 

主催 (社)土木学会、(社)日本建築学会、(社)日本ロボット学会、(財)先端建設技術センター、 

(社)日本建設機械化協会、(社)日本ロボット工業会（順不同） 

後援 

 

経済産業省、国土交通省（順不同・申請予定） 

(社)建築業協会、(財)国土技術研究センター、(財)製造科学技術センター、(社)全国建設業

協会、(社)日本建設業団体連合会、(財)日本建築センター、(社)日本土木工業協会（順不同・

申請予定） 

協賛 

 

(社)日本機械学会、(社)電気学会、(社)計測自動制御学会、(社)精密工学会、(社)日本測量

協会（順不同・申請予定） 

趣旨 今般、建設ロボット関連団体共催による「第１２回建設ロボットシンポジウム」を開催い

たしますので、ここにご案内申し上げます。 

現在、建設分野における自動化・ロボット化への志向は、厳しい社会環境下において、社

会基盤施設整備の中で、その試験的な導入段階から実用化を目指した発展期に向けて着実に

踏み出そうとしています。建設ロボットに対する社会的ニーズも高まり、危険作業のロボッ

ト化など新たな分野を含めて、その効果的な活用が強く望まれている現状にあります。 

また、ロボット技術や情報通信技術等の急速な進歩は、従来、極めて困難とされていた建

設工事における高度な省力化・自動化・ロボット化の実現が可能になってきましたが、解決

しなければならない問題も数多く残されていることも事実であります。 

このような背景の下、わが国の建設産業における建設ロボット分野の技術革新と建設生産

システムの先進化を促進するために、「建設産業をリードするロボット技術(ＲＴ：Robot 

Technology)＆情報通信技術(ＩＣＴ：Information and Communication Technology)」をシン

ポジウムのテーマとして掲げております。 

本シンポジウムでは、土木・建築をめぐる施工分野でのロボット技術（ＲＴ）と情報通信

技術（ＩＣＴ）との現状と将来を展望するとともに、「災害復旧」「環境配慮型生産システム」

「維持・管理」「施工の自動化」「パワーアシスト」「センサネントワーク」「「韓国交流」「解

体リニューアル」等をテーマとしたオーガナイズドセッションの発表を予定しております。  

また、特別講演として慶應義塾大学・川嶋弘尚 名誉教授に「電気自動車と次世代道路交通

システム－ＩＴＳ，ＥＶそしてコ・モビリティ－」と題してご講演頂く予定です。 

なお、本シンポジウムでは、投稿頂いた論文の中から、審査委員会の審査を経て、建設分

野における自動化・ロボット化の推進に貢献できるものと評価された優秀な論文に対して、

表彰させて頂いております。 

以上の趣旨と内容をご理解頂き、関連する各分野における関係各位の積極的なご参加を頂

きますようお願い申し上げます。 
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＜会場での写真・ビデオ撮影はご遠慮下さい。＞ 
 

参加登録方法 
 

１．参加登録方法：シンポジウムへ参加のための登録には、所定参加登録申込書をご使用の上、下記事

務局宛お申込み下さい。引き換えに登録証をお送り致します。 

 

２．登録締切：２０１０年８月３０日（月）事務局必着（但し、定員になり次第締め切らせて頂きます。） 

 

３．登録料：登録料には、シンポジウム参加費、論文集１冊、消費税を含みます。（なお、交流会は主

催者の招待とさせて頂きます。） 

（１）論文発表者（１名／論文）及び論文共著者            ２５，０００円  

（２）２０１０年８月２日（月）までに登録した方 

   会員（主催６団体所属）                    ２５，０００円  

   一般（会員以外）                      ３０，０００円  

（３）２０１０年８月３日（火）以降に登録した方 

   会員（主催６団体所属）                  ３０，０００円    

   一般（会員以外）                     ３５，０００円  

  （但し、会員は、(社)土木学会、(社)日本建築学会、(社)日本ロボット学会、（財)先端建設技術

センター、(社)日本建設機械化協会、(社)日本ロボット工業会の会員とする。）          

（４）学生（シンポジウム参加のみとし、論文集は実費頒布とする。）     無料 

（５）支払方法 

   登録料は、下記銀行口座にお振込下さる様お願い致します。（銀行振込手数料は貴社にてご負担

願います。） 

   ＊キャンセルの場合は、８月３０日（月）までに事務局宛ご連絡下さい。 

なお、８月３１日（火）以降のキャンセルについては登録料の払い戻しは致しません。 

 

パネル＆ポスター出品方法 
 

１．出品対象：本シンポジウムテーマに関連しているパネルおよびポスター。既存の技術資料やポスタ

ー等の出品でも結構です。 

 

２．出品要領 

（１） 出品料：５０，０００円／小間 

（２） 出品規模：総小間数１５小間（予定）(但し、１小間パネル寸法（縦約１.８ｍ×横約１.２ｍ）    

（３） 出品申込方法：所定出品参加申込書に必要事項を記入の上、事務局宛にお送り下さい。 

（４） 出品申込締切：２０１０年８月２日（月） 

    （但し、締切前でも予定小間数に達した場合は、申込みを締め切らせて頂きます。） 

（５） 出品料払込期限：２０１０年８月３０日（月） 

    出品の取消し 出品契約後、やむなく出品を取り消す場合には文章で理由を明記し、事務局の

承認を得て下さい。なお、８月２６日（木）以降の取り消しについては出品料の払い戻しは致

しません。 

 

３．会場内の注意事項                              

  ①危険物の持ち込み・禁止事項 

   消防法に定められている危険物の持ち込みや展示内での売買行為は固くお断りいたします。 

  ②出品物の管理・保護 

   万一の天災をはじめ、不可抗力による盗難・紛失・損傷等の責任は一切負いかねますので展示内

での管理は、各出品者が責任を持って下さい。出品者説明会については、後日ご連絡いたします。 
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４．スケジュール（予定）                            

  ８／２（月）   出品申込締切 

  ８／中旬         出品者説明会・会場小間構成の決定 

８／３０（月）   出品料払込期限 

  ９／６（月）    搬入・装飾（１８：００～１９：００） 

   又は 

 ９／７（火）  搬入・装飾（９：００～９：３０） 

会   期（９：３０～１８：００） 

撤去・搬出（１８：００～２０：００） 

 

５．小間の様式及び会場構成（予定） 

 

1,200mm  

  

   

        

    ボード      ＷＣ 第１会議室 第２会議室  

          

   (貼付は、      

 

 

   ピン及び画     （３階ロビー）   

   鋲のみ)   1,800mm     

         ＥＶ   

          

 

  

         第３会議室  

           

        ＥＶ    

             

             

     市島記念  

     会議室  

           

                                

 

 

登録料及びパネル＆ポスター展示出品料払込先 

 

銀行名：みずほ銀行  支店名：虎ノ門支店  種別：普通預金  口座番号：２５７２６８９ 

口座名義：社団法人日本ロボット工業会 

 

 

問い合せ先 

 

〒１０５－００１１ 東京都港区芝公園３－５－８ 機械振興会館 

社団法人日本ロボット工業会  建設ロボットシンポジウム事務局 

 ＴＥＬ：０３－３４３４－２９１９、ＦＡＸ：０３－３５７８－１４０４ 

Ｅ－ｍａｉｌ：ｆｏｒｕｍ＠ｊａｒａ．ｊｐ 

ＵＲＬ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｊａｒａ．ｊｐ／ 
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会場（西早稲田キャンパス）案内図 
 

http://www.waseda.jp/jp/campus/index.html （ホームページの地図を参照） 

 
図表の番号は号館番号を示します。（１８：総合学術情報センター（国際会議場・中央図書館）） 

 

 
■アクセスルート 

◇ＪＲ山手線 (高田馬場駅 徒歩 20 分)  

◇西武線 (高田馬場駅 徒歩 20 分) 

◇地下鉄 (早稲田駅 徒歩 5分) 

◇スクールバス  (高田馬場駅 - 早大正門) 

◇バス  (新宿駅西口 - 早稲田) 

  (渋谷駅 - 早大正門) 

  (上野広小路 - 早稲田) 

◇都電  (三ノ輪橋駅 - 早稲田駅 徒歩 5分) 



 

 5

 

全体プログラム 

 

早稲田大学・国際会議場 

９月７日（火） 会場 

 

時間 

会場 

 

時間 

井深大記念ホール 

（１階） 

（Ａセッション） 

第１会議室 

(３階) 

(表彰式・交流会)

第２会議室 

(３階) 

(Ｂセッション）

第３会議室 

(３階) 

（Ｃセッション） 

ロビー 

(３階) 

受付・登録 

(１階ロビー） 

 

 

開会式(１０分） 

特別講演(６０分) 

「電気自動車と次世

代道路交通システム

－ＩＴＳ，ＥＶそし

てコ・モビリティ－」

慶應義塾大学・川嶋

弘尚 名誉教授 

 

ＯＳＡ１: 

施工の自動化 

 ＯＳＢ１: 

環境配慮型生産

システム 

ＯＳＣ１: 

解体リニューア

ルⅠ 

休憩(６０分） 

ＯＳＡ２: 

災害復旧Ⅰ 

 ＯＳＢ２： 

維持・管理 

 

ＯＳＣ２: 

解体リニューアル

Ⅱ 
休憩（コーヒーブレイク）（２０分） 

ＯＳＡ３： 

災害復旧Ⅱ 

ＯＳＢ３: 

パワーアシスト

ＳＣ３: 

一般（建築） 

ＯＳＡ４: 

韓国交流 

 

ＯＳＢ４： 

センサネットワ

ーク 

ＳＣ４: 

一般（土木・機械） 

 

パネル＆ 

ポスター展

示 

表彰式・交流会会場（３階・第１会議室）へ移動 

 

9:00  

 

9:30 

9:40 

 

 

 

 

 

 

10:40 

 

 

12:00 

13:00 

 

 

14:20 

14:40 

 

 

16:20 

 

 

18:00 

18:10 

19:30 

 表彰式＆交流会  

 

 

9:00 

 

9:30 

9:40 

 

 

 

 

 

 

10:40

 

 

12:00

13:00

 

 

14:20

14:40

 

 

16:20

 

 

18:00

18:10

19:30

 

セッション会場案内 

 

９月７日（火）            

 ９：３０～１０：４０ １０：４０～１８：００ １８：１０～１９：３０

受付・登録・案内 １階ロビー  

開会式・特別講演 井深大記念ホール（１階）  

セッションＡ 井深大記念ホール（１階）  

セッションＢ 第２会議室（３階）  

セッションＣ 

 

第３会議室（３階）  

表彰式・交流会  第１会議室（３階） 

パネル＆ポスター展示 ３階ロビー  
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 このプログラムは、予定が含まれており、都合によりプログラム及び発表者等の一部変更があ

ることをお断りいたします。 

 

＜９月７日（火）＞ 
 

開会式・特別講演      ： 井深大記念ホール（１階） 

セッションＡ        ： 井深大記念ホール（１階） 

セッションＢ        ： 第２会議室（３階） 

セッションＣ             ： 第３会議室（３階）                 

優秀論文賞表彰式・交流会 ： 第１会議室（３階） 

パネル＆ポスター展示   ： ロビー（３階） 

 

＜井深大記念ホール（１階）＞ 

       

９：００～ ９：３０ 登録・受付（１階ロビー） 

 

９：３０～ ９：４０ 開会式（１０分） 

 

９：４０～１０：４０ 特別講演（６０分） 

 

・「電気自動車と次世代道路交通システム－ＩＴＳ，ＥＶそしてコ・モビリティ－」 

 慶應義塾大学 コ・モビリティ社会研究センター 特別顧問 川嶋弘尚 名誉教授 

 

１０：４０～１２：００ オーガナイズドセッションＯＳＡ１:施工の自動化（４編／８０分） 

 

・「自律ホイールローダーの経路計画と経路追従制御」 

皿田滋、小谷内範穗（（独）産業技術総合研究所） 

・「棒状手先によるステレオビジョンに基づく岩石移動操作」 

坪内孝司、並木政憲（筑波大学）・皿田滋（（独）産業技術総合研究所）・小柳栄次（千

葉工業大学） 

・「ホイールローダの土砂掬い取り作業における土砂反力推定」 

大隅久、上原智也（中央大学）・皿田滋（（独）産業技術総合研究所） 

・「レーザ・レンジ・ファインダを用いた高精度位置計測システムの開発と建築基礎工事への適用」 

井上文宏、土井暁（（株）大林組）・黄湘琦、田村一、佐々木毅、橋本秀紀（東京大学） 

 

１２：００～１３：００ 休憩（６０分） 

 

１３：００～１４：２０ オーガナイズドセッションＯＳＡ２：災害復旧Ⅰ（４編／８０分） 

 

・「災害応急・復旧工事を支援するための、建設発生材、資機材類などのＩＣＴを活用した運搬管 

理システム」 

才原勝敏、西垣重臣（（株）キック）・北原成郎、佐藤英明、岩崎肇、岡本仁（（株）熊

谷組） 

・「災害応急・復旧工事での遠隔操作式建設用ロボットの作業性に関する研究」 

北原成郎（（株）熊谷組）・吉田貴（西松建設（株））・猪原幸司（青木あすなろ建設（株））・

西垣重臣（（株）キック） 

・「無人化施工によるプレキャストアーチカルバート据付工事の実績」 

野末晃、三鬼尚臣、藤岡晃（（株）フジタ）・渡部文人、大内田聖和（国土交通省） 

・「無線遠隔操作による平板載荷試験装置の開発と適用事例」 

橘伸一、小野仁嗣、馬場愼太郎、垣貞光男、早瀬幸知（（株）大本組） 
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１４：２０～１４：４０ 休憩（２０分） 

 

１４：４０～１６：２０ オーガナイズドセッションＯＳＡ３：災害復旧Ⅱ（５編／１００分） 

 

・「ブルドーザをベースにした対人地雷除去機の開発」 

伊藤勝英（コマツ） 

・「災害応急・復旧工事におけるＧＰＳ動態計測システム構築に関する研究」 

神崎政之（日立造船（株）・北原成郎（（株）熊谷組） 

・「建設現場への無人化施工技術の普及と今後の技術ニーズ－遠隔操作システムの検証実験報告－」 

茂木正晴、藤野健一、大槻崇（（独）土木研究所） 

・「小型クローラ移動ロボットの遠隔操作による火山活動区域の観察－ミッションの提案と予備実 

験－」 

永谷圭司、岡田佳都、徳永直木、桐林星河（東北大学）・小柳栄次、吉田智章、西村健志

（千葉工業大学）・油田信一（筑波大学）・久武経夫（（株）インロッド・ネット）・ 

森山裕二（国土交通省） 

・「折畳めるモバイルブリッジ TMの基礎研究開発」 

有尾一郎、田中義和（広島大学）・谷倉泉、小野秀一（（社）日本建設機械化協会） 

 

１６：２０～１８：００ オーガナイズドセッションＯＳＡ４：韓国交流（５編／１００分） 

 

・「Development Trend of Automated Building Construction in Korea」 

Moon-Young CHO（韓国建設技術研究院) 

・「Development and Implementation of an Automation Construction System in Korea」 

Lee Myungdo,Kim Taehoon,Cho Hunhee,Kyung-In Kang（Korea University, Seoul, Korea） 

・「Development for Next Generation Logistics Management System」 

Sung-Hoon Park,Jong-Hyun Lee,Soonwook Kwon,Sangyoon Chin（Sungkyunkwan University） 

・「Proposal of Intuitive Manipulation Device for Heavy Construction Material Handling based  

on Human-Robot Cooperation」 

Myeongsu Gil,Minsung,Seungnam Yu,Changsoo Han（Hanyang Uineversity） 

・「Development of an assistive robot capable of accompanying a person for use on construction 

sites」 

Takanori Ohnuma,Geunho Lee,Nak Young Chong(Japan Advanced Institute of Science and 

Technology) 

 

１８：１０～１９：３０ 優秀論文賞表彰式・交流会（於：第１会議室（３階）） 

 

＜第２会議室（３階）＞ 

 

１０：４０～１１：４０ オーガナイズドセッションＯＳＢ１：環境配慮型生産システム 

（３編／６０分） 

 

・「地盤環境のリスクマネジメントシステム」 

森啓年、山木正彦、稲垣由紀子、塚本将康、佐々木哲也（(独)土木研究所） 

・「クローズドシステム処分場における内部環境監視モニタリングシステムの適用と実用化」 

嶽本政宏（（株）大林組） 

・「土壌汚染の調査・対策業務のための総合管理ＩＣＴシステムの開発」 

佐々木哲男（（株）大林組） 

 

１２：００～１３：００ 休憩（６０分） 
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１３：００～１４：４０ オーガナイズドセッションＯＳＢ２：維持・管理（４編／８０分） 

 

・「管路内画像解析による点検診断技術について」 

山下宏幸、瀬川信博、山崎泰司（ＮＴＴアクセスサービスシステム研究所）・黒岩正信（日

本メックス㈱・馬場進（アイレック技建㈱）・野里誠（㈱つうけん）・野村祐司（日本電

話施設㈱） 

・「非開削管路更生工法における製管ロボットのロバスト性向上」 

村田智昭、津田順（積水化学工業（株））・阿保丈一郎（東京都下水道サービス（株））・

山城浜夫（足立建設工業（株）） 

・「光ファイバひずみセンシングによる地下鉱山変状モニタリングの検討」 

成瀬央（三重大学）、野沢和彦（日本電信電話㈱） 

・「あと施工アンカー自動穿孔マシンの開発」 

野口勝俊、秋山和夫（（株）技術開発研究所）・檜山裕二郎、相羽功紀（（株）住軽日軽

エンジニアリング） 

 

１４：２０～１４：４０ 休憩（２０分） 

 

１４：４０～１６：２０ オーガナイズドセッションＯＳＢ３：パワーアシスト（５編／１００分） 

 

・「腰部補助用マッスルスーツの開発」 

小林宏、小林寛征、橋本卓弥（東京理科大学） 

・「神経振動子を用いた歩行アシスト装置の同調制御」 

張霞、涌井康洋、柴垣南、橋本稔（信州大学） 

・「ゴム人工筋を用いたソフトパワーアシストウェア」 

則次俊郎、石野裕文、佐々木大輔（岡山大学） 

・「外骨格型前腕支援システム」 

長谷川泰久、渡邉航介、山海嘉之（筑波大学） 

・「認知アシスト付きパワーアシストロボットによる作業支援」 

木口量夫、古瀬泰徳、林喜章（佐賀大学） 

 

１６：２０～１８：００ オーガナイズドセッションＯＳＢ４：センサネットワーク（５編／１００分） 

 

・「医療のＩＣＴ（Information and Communication Technology）－外科医の新しい目・手・脳－ 

もう一つのＥＢＭ（Engineering Based Medicine）」 

伊関洋、村垣善浩、鈴木孝司、吉光喜太郎、生田聡子、田村学、チエルノフ ミハイル 

（東京女子医科大学） 

・「ＲＴミドルウェアを用いた無線ホームネットワークシステム」 

大原賢一、米坂真司、阿部遊士、田窪朋仁、前泰志、新井健生（大阪大学）・谷川民生 

（（独）産業技術総合研究所） 

・「公衆無線ＬＡＮアクセスポイントからの受信信号強度を用いた複数階層環境における移動物体 

の位置推定」 

梅谷智弘、山下知哉、田村祐一（甲南大学） 

・「建設工事における施工ＣＡＬＳの開発、運用と運用事例における意志決定」 

大前延夫（（株）関電パワーテック）・建山和由（立命館大学）・舘岡潤二（（株）間組） 

・「商業車におけるリアルタイム運行管理システムの紹介－テレマティックス技術の商業車への適 

用事例－」 

半田正利（いすゞ自動車（株）） 

 

１８：１０～１９：３０ 優秀論文賞表彰式・交流会（於：第１会議室（３階）） 
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＜第３会議室（３階）＞ 

 

１０：４０～１１：４０ セッションＯＳＣ１：解体リニューアルⅠ(３編／６０分) 

 

・「小型・可搬型高圧ウォータージェットカッターシステムの開発と現場適用事例」 

土井暁、井上文宏（（株）大林組） 

・「建設副産物処理ＲＴシステムの開発」 

後久卓哉、遠藤健、上野隆雄、中村聡、柳原好孝（東急建設（株））・石橋英人、冨田邦嗣、

小俣貴之（日立建機（株）） 

・「解体・スクラップ処理に適した双腕型作業機械の開発」 

小俣貴之、石橋英人、冨田邦嗣（日立建機（株））・中村宗隆、柳原好孝、後久卓哉（東急

建設㈱） 

 

１２：００～１３：００ 休憩（６０分） 

 

１３：００～１４：２０ セッションＯＳＣ２：解体リニューアルⅡ(４編／８０分) 

 

・「超高層タワー解体グリップダウン工法の開発」 

櫻井豊樹、枡井哲也、内藤陽、嘉本敬樹（(株)竹中工務店） 

・「ジャッキダウンによる高層ビルの新しい解体工法」 

小林実、川上敏男、森島洋一、水谷亮（鹿島建設(株)） 

・「遠隔操作によるアスベスト除去ロボットの開発」 

    森直樹、長瀬公一、大山能永、市原英樹、万字角英、久保木久仁彦、石原哲（大成建設（株）） 

・「鉄骨吹付けアスベストの剥離・回収クローズ型ロボットシステムの開発」 

      洗光範、星野春夫、菅田昌宏、田澤周平、林田英俊（（株）竹中工務店） 

 
１４：２０～１４：４０ 休憩（２０分） 

 

１４：４０～１６：２０ セッションＳＣ３：一般セッションⅠ（建築分野）(４編／８０分) 

 

・「可撓配管用継手のかしめ管理システムの開発」 

田中幸悦、岸本洋喜、酒本晋太郎（新菱冷熱工業（株）） 

・「３次元ＣＡＤモデルに基づく墨出しシステムの開発」 

酒本晋太郎、岸本洋喜（新菱冷熱工業（株））・嘉納成男、五十嵐健、石田航星（早稲田

大学）・藤井裕彦、大澤雄司、南健太郎（前田建設工業（株）） 

・「三次元計測システムの開発 －システムの試作と性能評価－」 

酒本晋太郎、岸本洋喜、田中幸悦（新菱冷熱工業（株）） 

・「建設機械の予防安全技術 －マシンモニタリングシステムの開発－」 

嘉本敬樹、洗光範、志手一哉、近藤正芳（（株）竹中工務店） 

 

１６：２０～１８：００ セッションＳＣ４：一般セッションⅡ（機械・土木分野）(４編／１００分) 

 

・「油圧センサを用いた建機マニピュレータの手先外力負荷有無検出システムの開発」 

亀﨑允啓、橋本諭、岩田浩康、菅野重樹（早稲田大学） 

・「水中バックホウのマニピュレータ化に関する研究」 

平林丈嗣、田中敏成、吉江宗生、白石哲也（（独）港湾空港技術研究所） 

・「錯綜構造物下における水中ビークルの遠隔操作支援システムの開発」 

田中敏成（(独)港湾空港技術研究所） 

・「ＧＰＳ波浪計の係留装置点検システム実海域試験機の開発」 

田中敏成、吉江宗生、平林丈嗣（(独)港湾空港技術研究所） 

 

１８：１０～１９：３０ 優秀論文賞表彰式・交流会（於：第１会議室（３階）） 
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＊申込書にご記入の上、ＦＡＸ又は封書でお申し込み下さい。（複数の場合は、申込書をコピーして下

さい。） 

 建設ロボットシンポジウム事務局行（ＦＡＸ：０３－３５７８－１４０４） 

 

２０１０年    月    日 

                                   

                                  受付Ｎｏ．             

 

 

第 １ ２ 回 建 設 ロ ボ ッ ト シ ン ポ ジ ウ ム （２０１０年９月７日） 

パネル＆ポスター展示出品参加申込書 
 

 

 下記の通り「第１２回建設ロボットシンポジウム」へのパネル＆ポスター展示出品参加を申し込みま

す。 

 

 

出品申込担当者（連絡窓口） 
（ﾌﾘｶﾞﾅ） 

担当者氏名 
 印 

機関名 

（会社名） 
 

役職・所属  

連絡先住所 
〒 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

Ｅ－ｍａｉｌ  

 

 

パネル＆ポスター展示 

小間 

申込小間数 

パネル     ・     ポスター     （○で囲んで下さい。） 

出品内容 

（簡単で結構

です。） 
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＊申込書にご記入の上、ＦＡＸ又は封書でお申し込み下さい。（複数の場合は、申込書をコピーして下

さい。） 

建設ロボットシンポジウム事務局行（ＦＡＸ：０３－３５７８－１４０４） 

 

２０１０年    月    日 

 

                                  受付Ｎｏ．             

     

第１２回建設ロボットシンポジウム（２０１０年９月７日） 

参加登録申込書 
  

 下記の通り「第１２回建設ロボットシンポジウム」への参加を申し込みます。 

 （該当するものに∨印をご記入下さい。） 

 

 □￥２５，０００：論文発表者（１名／論文）及び論文共著者 

 □￥３０，０００：一般  ／  □￥２５，０００：会員（８／２まで） 

 □￥３５，０００：一般  ／  □￥３０，０００：会員（８／３以降） 

 □無料：学生（シンポジウム参加のみとし、論文集は実費頒布とする。） 

＊学生の方は参加登録申込書とともに学生証又は在学証明書のコピーを事務局宛にＦＡＸ又は封書

でお送り下さい。 

 

＊＊会員の方は該当する団体に∨印をご記入下さい。 

 □土木学会           □日本建築学会         □日本ロボット学会 

 □先端建設技術センター     □日本建設機械化協会      □日本ロボット工業会 

 

（ﾌﾘｶﾞﾅ） 

参加者氏名 

 

 

機関名 

（会社名） 

 

役職・所属 
 

連絡先住所 
〒 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

Ｅ－ｍａｉｌ  

＊どちらかに○をお付け下さい。 
 

  必 要  ・  不 要            通 

請求書 
＊その他必要な送付書類（見積書、納品書等）をご記入下さい。 

 

 

送金日 
＊あらかじめお分かりでしたらご記入下さい。 
 

   月   日          銀行          支店より送金 

 


